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電
力
自
由
化
と
原
子
力
発
電
の
在
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
第
一
段
階
と
し
て
電
気
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
閣
議
決
定
し
た
（
平
成
二
十

五
年
四
月
十
二
日
決
定
）
が
、
そ
の
進
展
に
伴
い
原
子
力
発
電
の
位
置
付
け
、
在
り
方
に
も
影
響
が
及
ぶ
も
の
と
考
え
る
。
そ

の
扱
い
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
明
確
に
回
答
い
た
だ
き
た
い
。

一

電
力
政
策
は
原
子
力
発
電
の
シ
ェ
ア
を
増
や
し
続
け
る
こ
と
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
実
際
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
石
油

シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
約
四
〇
年
間
も
総
括
原
価
主
義
が
続
い
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
電
気
料
金
は
低
下
傾
向
を
た
ど
っ
て

き
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
経
済
産
業
省
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委
員
会
の
議
論
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
石
油

シ
ョ
ッ
ク
後
、
各
社
が
原
子
力
や
天
然
ガ
ス
を
導
入
し
、
石
油
依
存
度
を
低
下
さ
せ
て
き
た
と
の
見
解
も
あ
る
。

今
後
、
原
子
力
発
電
を
減
少
さ
せ
る
と
の
ト
レ
ン
ド
の
中
で
、
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
成
功
さ
せ
、
低
廉
な
電
気
を
こ
れ

か
ら
も
安
定
的
に
供
給
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
値
上
げ
競
争
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
大
き
い
料
金
規
制
の
撤
廃
で
は

な
く
、
引
き
続
き
あ
る
程
度
政
府
が
価
格
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も
あ
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

二

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
、
脱
原
子
力
発
電
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
原
子
力
発
電
所
の
運
営
、
縮

一



小
、
撤
退
が
民
間
企
業
だ
け
で
進
め
得
る
状
況
に
は
な
い
。
国
家
主
導
で
原
子
力
発
電
所
の
問
題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
原
子
力
発
電
に
関
す
る
政
策
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
中
で
、
ま
ず
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
方
向
を
決
定
す

る
前
提
と
し
て
原
子
力
発
電
所
の
取
り
扱
い
を
定
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


